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【目的】 

現在当院で使用しているリニアック装置は導入時には全身照射（以後 TBI）を行う予定は

なかったが、医師から TBIを行いたいという要望を受けたため、現状の装置で施行出来るか

の検討を行った。また、必要となる基礎データの取得を行い、当院における TBIの照射方法

を構築した。 

 

【方法】 

当院の TBIでは Long SSD法を採用することにしたため、Long SSDでのビームデータの取

得を行った。ガントリーから最長線源-患者中心間距離の点にチェンバーを置き、チェンバ

ーとガントリーの間に水等価ファントム置いた。水等価ファントムの厚みを変化させて測定

を行い TPRの測定を行った。また、中心から頭側、尾側方向へ測定位置を変更し軸外線量比

の取得を行った。照射条件は 10MV、Dose Rate 100MU/min、照射野サイズ最大照射野、コリ

メータ角度 45°、ガントリー角度 90°で行った。 

 

【結果】 

測定により Long SSD での基礎的なビームデータの取得を行うことが出来た。これにより

機械的に全身照射が行えることが確認出来た。 

 

【考察】 

リニアック導入時には考慮していなかった TBIを当院で行うための方法を検討した。Long 

SSD法を行う場合には照射室が広いことが必要不可欠であるためリニアック導入時には TBI

を行う予定がなくてもなるべく広い照射室が望ましいと考えられる。今回の測定や検討を通

して当院における TBI の方法を確立することが出来た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


